

















































本報告で;丈 ICAPEBS社 3が提供する電子ブローキングシステムにおいてやりとりされた 1秒
解像度の注文と約定に関するデータを用いた.データ期間は 2008年6月2日から 2009年 7月31
Eまでであり，テキスト形式で約9ぅ800万レコード(約4.1GB)のファイルである.期間中に 25種
類、の通貨と 5種類の貴金属および 1謹類のバスケット取引が含まれておりう 50種類の通貨〈高品)
間取引老含んでいた(図.1(左)参照).この期間中図.1(右)に示すようにう USD/JPYは1ドル110
円から 90円まで約20男円高ドル安に推移した，
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図1:(左)データ期間中に含まれていた遥貨と通貨ペア.(右)USD/JPYの注文値搭(bestask)の
推移
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